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研究成果概要 

本研究はスーパーカミオカンデの詳細なシミュレーションを開発するものである。本年

度においては以下の様な進展が得られた。 

⚫ 検出器の純水フェーズ（SK-5）に向けてのシミューレーションプログラムの開発。

以前のフェーズ（SK-4）からの大きな変更は新たに導入された光センサーのシミュ

レーションと水の光学的性質の SK-5 に合わせたアップデートであった。それら必

要な変更を実装することによって物理解析に利用可能なシミュレーションを構築し

た。 

⚫ GEANT4 ベースのシミュレーションの開発を進めた。現在のシミュレーションは

GEANT3ベースであるが、その翻訳版である検出器シミュレーション構築を進め、

特に各基本プロセスを一つずつ確認する作業を進め、再現性の高いプログラムが進

めらた。GEANT4および GEANT3の間の違いも理解が進み、より深いレベルでの

シミュレーションの理解がなされた。 

⚫ Gd 溶液を用いたフェーズ(SK-6)のシミュレーションの開発。GEANT3ベースのシ

ミュレーション(SKDETSIM)と GEANT4 ベースのシミュレーション(SKG4)の両

方において Gd 溶液を用いたフェーズのシミュレーションの開発を進めた。 
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